
４
月
７
日
︵
金
︶
か
ら
運
行
開
始

高
校
生
等
支
援
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
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利
用
対
象
者

中
学
生
、
高
校
生
、
専
門
学
生
、

大
学
生

発
車
時
刻

　
坂
町
駅
前
　
19
時
15
分

利
用
方
法
・
運
行
区
間

・
降
車
場
所
に
関
わ
ら
ず
、
無
料

　
で
す
。

・
﹁
下
関
行
き
﹂
と
﹁
女
川
行
き
﹂

　
が
あ
り
ま
す
。︵
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　
２
台
︶

・
降
車
場
所
は
、
路
線
バ
ス
の
バ

　
ス
停
で
す
。

︿
下
関
行
き
﹀

　
関
川
村
商
工
会
館
前
、
下
関
営

　
業
所
、
村
民
会
館

︿
女
川
行
き
﹀
　

　
大
島
、
高
田
橋
、
橋
場
、
勝
蔵
、

　
辰
田
新
、
小
見
、
平
内
新
、
深

　
沢
、
上
野
新
、
女
川
ふ
る
さ
と

　
会
館
、
農
協
ス
タ
ン
ド

・
乗
車
の
際
、
バ
ス
内
入
口
付
近

　
に
備
え
て
い
る
﹁
降
車
場
所
記

　
入
簿
﹂
に
、﹁
正
﹂
の
字
の
一
画

　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。︵
運
転

　
員
が
こ
の
記
入
簿
を
見
て
、
停

　
車
し
ま
す
。︶

※

女
川
行
き
の
バ
ス
は
坂
町
地
区

　
の
一
部
の
バ
ス
停
︵
下
鍛
冶
屋
、

　
春
木
山
、
荒
島
、
花
立
︶
に
も

　
停
車
し
ま
す
。︵
村
上
市
と
の
連

　
携
協
定
に
よ
り
︶

注
意
事
項

・
台
風
や
雪
な
ど
で
羽
越
線
の
列

　
車
が
遅
れ
た
場
合
は
、
19
時
20

　
分
ま
で
列
車
の
到
着
を
待
ち
ま

　
す
。
19
時
20
分
に
発
車
し
ま
す

　
の
で
、
間
に
合
わ
な
い
場
合
は

　
お
家
の
人
に
迎
え
を
頼
む
な
ど
、

　
各
自
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

・
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
は

　
一
定
期
間
運
休
し
ま
す
。︵
事
前

　
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。︶ 

・
車
内
で
の
飲
食
は
絶
対
に
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
忘
れ

　
物
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

・
乗
車
ル
ー
ル
や
運
転
員
の
指
示

　
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
乗
車
を

　
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
出
発
時
間
は
列
車
の
ダ
イ
ヤ
改

　
正
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
車
内
チ

　
ラ
シ
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

︽
問
い
合
わ
せ
先
︾

　
総
務
課
　
企
画
財
政
班

　
　
☎
６
４—

１
４
７
６

　
村
で
は
、
高
校
生
等
の
帰
宅
支
援
を
目
的
に
、
平
日
の
み
支
援
バ
ス

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
は
次
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
バ
ス
が
安
全
・
円
滑
に

運
行
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
７
日
︵
金
︶
か
ら
運
行
開
始

高
校
生
等
支
援
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

 

補
助
対
象
と
な
る
工
事
費

　
補
助
対
象
額
が
10
万
円
以
上

の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
す
。

 

補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
額
の
10
％
に
相
当

す
る
金
額
で
、
上
限
額
は
10
万

円
で
す
。

　
た
だ
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
機

会
と
し
て
下
水
道
等
に
接
続

︵
加
入
︶
す
る
場
合
は
、
20
％

︵
上
限
額
20
万
円
︶
ま
で
引
き

上
げ
ま
す
。

 

補
助
対
象
の
主
な
条
件

・
村
に
住
所
登
録
を
し
て
い
る

　
こ
と
︵
Ｕ
タ
ー
ン
予
定
者
で

　
も
場
合
に
よ
っ
て
は
可
︶

・
村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

　
い
こ
と

・
村
内
施
工
業
者
が
行
う
リ
フ

　
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

※
こ
の
補
助
金
を
受
け
た
こ
と

　
が
あ
る
方
も
対
象
と
し
ま
す

　
が
、
２
年
連
続
で
補
助
金
は

　
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

・
新
築
、
増
築
工
事

・
店
舗
や
倉
庫
、
車
庫
な
ど
の

　
非
居
住
部
分

・
耐
震
改
修
な
ど
他
の
補
助
金

　
制
度
と
重
複
す
る
工
事

︽
問
い
合
わ
せ
先
︾

◆
事
前
相
談
　
　

　
建
設
環
境
課
　
地
域
整
備
班

　
　
☎
６
４—

１
４
７
９

◆
書
類
申
請
　
　

　
総
務
課
　
企
画
財
政
班
　

　
　
☎
６
４—

１
４
７
６

　
村
で
は
、
村
内
の
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性

化
を
促
進
す
る
た
め
、
村
内
の
施
工
業
者
に
よ
っ
て
個
人
住
宅
の
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
︵
改
修
・
補
修
・
修
繕
︶
を
行
う
村
民
を
対
象
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

Ｈ
29
年
度
も
実
施
し
ま
す
！

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
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３
月
定
例
村
議
会

条
例
の
一
部
改
正

計
画
の
変
更

規
約
の
変
更

当
初
予
算

議 会 の

動 　 き

会
期
　
３
月
9
日
〜
６
月
７
日

　
　
　
　
︵
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
︶

■
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
村
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

＊
―
関
係
法
令
の
改
正
及
び
関
連

規
則
等
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
す
。

　
　

■
七
ヶ
谷
南
部
辺
地
に
係
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
変
更
に

つ
い
て

＊
―
村
道
大
石
ダ
ム
線
ト
ン
ネ
ル

修
繕
事
業
追
加
の
た
め
計
画
変
更

す
る
も
の
で
す
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　■
胎
内
市
、
新
発
田
市
、
村
上
市
、

関
川
村
し
尿
処
理
に
関
す
る
事
務

委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

＊
―
新
発
田
市
が
脱
退
す
る
こ
と

に
よ
り
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　■
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て

＊
―
８
〜
12
ペ
ー
ジ
の
新
年
度
予

算
の
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　一般会計では、財源不足による財政調整基金

の繰入額5,800万円を減額したほか、いずれの

会計も決算を見通した補正予算となっています。

■一般会計（第９号）
　《補正額》　１億9,300万円を減額

　《総　額》　50億4,800万円

■国民健康保険事業特別会計（第３号）
　《補正額》　3,190万円を減額

　《総　額》　７億2,000万円

■国民健康保険関川診療所特別会計（第２号）
　《補正額》　200万円を減額

　《総　額》　6,080万円

■介護保険事業特別会計（第３号）
　《補正額》　3,170万円を減額

　《総　額》　10億230万円

■公共下水道事業特別会計（第２号）
　《補正額》　900万円を減額

　《総　額》　４億3,410万円

平成28年度補正予算

　新入学（園）シーズンを迎え、新たに通学・通園を始める子どもたちとともに、二輪車などの
交通量も増加します。ドライバーも歩行者も一人ひとりが交通ルールを守り、交通安全を心掛け
ましょう。

4月6日から15日は『春の全国交通安全運動』
～  示そうよ　黄色い帽子に　大人の手本  ～

●子どもと高齢者の交通事故防止

●後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと   
　チャイルドシートの正しい着用の徹底

●自転車の安全利用の推進

●飲酒運転の根絶

●横断歩行者の保護

●歩行者の保護（新潟県の重点）

　平成28年は、歩行中に45人が亡く
なっています。そのうち64.4％を占め
る29人の方が道路横断中に交通事故に
あっています。

・横断歩道等では『歩行者が優先』で
　あることを再確認しましょう。
・夕暮れ、夜間に車を運転する場合は、
　原則として、上向きライトを活用し
　ましょう。4月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」

運動の重点
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村
職
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
　
︶
内
は
前
職

︻
退
職
︼
︵
３
月
31
日
付
︶

▽
課
長

　
　
井
上
広
栄
︵
税
務
会
計
課
︶

▽
学
校
管
理
士

　
　
鈴
木
利
彦
︵
関
川
中
学
校
︶

︻
退
職
︼
︵
12
月
31
日
付
︶

▽
主
事
補

　
　
小
田
　
藍
︵
住
民
福
祉
課
︶

︻
異
動
︼
︵
４
月
１
日
付
︶

■
総
務
課

▽
参
事

　
　
野
本
　
誠
︵
企
画
財
政
班
長
︶

▽
主
査
・
県
へ
人
事
交
流
派
遣

　
　
石
田
友
和
︵
企
画
財
政
班
︶

▽
主
査
・
企
画
財
政
班

　
　
近
　
和
則
︵
農
林
振
興
班
主
任
︶

▽
主
事
・
企
画
財
政
班

　
　
諸
橋
幸
映

　
　
　
︵
県
か
ら
人
事
交
流
派
遣
︶

▽
主
事
補
・
総
務
班

　
　
長
谷
川
健
太
︵
水
道
環
境
班
︶

■
税
務
会
計
課

▽
課
長
　
田
村
久
美
子

　
　
　
　
　
︵
参
事
・
会
計
室
長
︶

▽
副
主
幹
・
会
計
室
長

　
　
秦
　
玲
子
︵
会
計
室
︶

▽
副
主
幹
・
税
務
班

　
　
瀬
賀
　
豪
︵
福
祉
保
険
班
主
査
︶

▽
主
査
・
税
務
班

　
　
菅
原
道
典
︵
総
務
班
︶

▽
主
事
補
・
税
務
班

　
　
沢
田
梨
奈
︵
新
採
用
︶

■
住
民
福
祉
課

▽
副
主
幹
・
福
祉
保
険
班

　
　
渡
辺
一
洋
︵
生
涯
学
習
班
︶

▽
副
主
幹
・
健
康
介
護
班

　
　
田
村
清
洋
︵
商
工
観
光
班
︶

▽
副
主
幹
・
住
民
戸
籍
班

　
　
相
馬
清
子
︵
健
康
介
護
班
主
査
︶

▽
主
事
・
健
康
介
護
班

　
　
須
貝
佳
苗
︵
税
務
班
︶

▽
主
事
・
住
民
戸
籍
班

　
　
吉
光
智
華
︵
新
採
用
︶

■
農
林
観
光
課

▽
副
主
幹
・
商
工
観
光
班

　
　
米
野
哲
弘
︵
総
務
班
主
査
︶

▽
主
査
・
農
林
振
興
班

　
　
須
貝
克
幸
︵
税
務
班
︶

■
建
設
環
境
課

▽
主
査
・
水
道
環
境
班

　
　
舩
山
　
豊
︵
健
康
介
護
班
︶

■
教
育
課

▽
参
事

　
　
安
久
昭
男
︵
生
涯
学
習
班
長
︶

▽
主
査
・
生
涯
学
習
班

　
　
瀬
賀
元
子
︵
水
道
環
境
班
︶

▽
主
査
・
学
校
教
育
班

　
　
市
井
章
子
︵
住
民
戸
籍
班
︶

▽
学
校
管
理
士
・
関
川
中
学
校

　
　
伊
藤
　
敏
︵
総
務
課
運
転
員
︶

■
保
育
園

▽
主
幹
・
大
島
保
育
園
園
長

　
　
長
　
里
美
︵
下
関
保
育
園
長
︶

▽
主
幹
・
下
関
保
育
園
園
長

　
　
伊
藤
厚
子
︵
大
島
保
育
園
長
︶

▽
保
育
士
・
下
関
保
育
園

　
　
井
上
顕
嘉
︵
大
島
保
育
園
︶

▽
保
育
士
・
大
島
保
育
園

　
　
齋
藤
瑞
綺
︵
下
関
保
育
園
︶

教
職
員
　

　
　︵
　
︶内
は
新
任
校
又
は
前
任
校

■
関
川
中
学
校

︻
退
職
︼

▽
校
長
　
山

　
明

▽
主
査
　
貝
沼
恵
美
子

︻
転
出
︼

▽
教
諭
　
佐
藤
祐
子

　
　
︵
村
上
市
・
村
上
東
中
学
校
︶

▽
教
諭
　
相
馬
和
憲

　
　
　
︵
村
上
市
・
朝
日
中
学
校
︶

︻
転
入
︼

▽
校
長
　
村
山
敬
介

　
　
　
︵
村
上
市
・
平
林
中
学
校
︶

▽
教
諭
　
佐
藤
晃
子

　
︵
新
発
田
市
・
紫
雲
寺
中
学
校
︶

▽
教
諭
　
田
島
隆
之

　
　
︵
県
立
村
上
中
等
教
育
学
校
︶

▽
主
任
　
大
田
由
加

　
　
︵
村
上
市
・
神
納
東
小
学
校
︶

■
関
川
小
学
校

︻
退
職
︼

▽
校
長
　
鈴
木
政
信

▽
教
諭
　
相
馬
ひ
と
み

︻
転
出
︼

▽
教
諭
　

橋
正
司

　
　
　
︵
村
上
市
・
神
納
小
学
校
︶

▽
教
諭
　
内
田
則
子

　
　
　
︵
聖
籠
町
・
亀
代
小
学
校
︶

▽
教
諭
　
佐
藤
裕
子

︵
村
上
市
・
さ
ん
ぽ
く
南
小
学
校
︶

▽
養
護
教
諭
　
伊
藤
裕
子

　
　
　
︵
村
上
市
・
三
面
小
学
校
︶

︻
転
入
︼

▽
校
長
　
倉
松
　
栄

　
　
　
　
　
︵
県
少
年
自
然
の
家
︶

▽
教
諭
　
金
子
　
亘

︵
新
発
田
市
・
五
十
公
野
小
学
校
︶

▽
教
諭
　
田
村
　
遼

　
　
　
︵
魚
沼
市
・
小
出
小
学
校
︶

▽
教
諭
　
池
田
幸
代

　
　
︵
村
上
市
・
塩
野
町
小
学
校
︶

▽
教
諭
　
栃
倉
　
悟
　
︵
新
採
用
︶

▽
養
護
教
諭
　
川
崎
博
子

　
　
　
︵
村
上
市
・
神
納
小
学
校
︶

そ
の
他
官
公
署 

　
　︵
　
︶内
は
前
任
地
又
は
新
任
地

■
関
川
村
商
工
会

︻
転
出
︼

▽
経
営
支
援
員
　
齋
藤
寿
彦

　
　
　
　
　
　
　
︵
荒
川
商
工
会
︶

︻
転
入
︼

▽
経
営
支
援
員
　
水
田
大
介

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
新
規
採
用
︶

■
村
上
警
察
署
下
関
交
番

︻
転
出
︼

▽
所
長
　
上
田
榮
作

　
　
　
　
　
︵
新
潟
中
央
警
察
署
︶

▽
巡
査
　
石
川
一
真

　
　
　
　
　
　
　
︵
江
南
警
察
署
︶

▽
巡
査
　
長
谷
川
響

　
　
　
　
　
　
　
︵
江
南
警
察
署
︶

︻
転
入
︼

▽
所
長
　
篠
田
　
誠
︵
警
察
本
部
︶

▽
巡
査
　
大
沼
純
樹

　
　
　
　
　
　
︵
新
発
田
警
察
署
︶

■
村
上
警
察
署
上
野
新
駐
在
所

︻
転
出
︼

▽
巡
査
　
渡
邊
隆
弘

　
　
　
　
　
　
　
︵
与
板
警
察
署
︶

︻
転
入
︼

▽
巡
査
　
鶴
巻
佑
介

　
　
　
　
　
　
︵
新
潟
北
警
察
署
︶

■
村
上
市
消
防
本
部
関
川
分
署

︻
転
出
︼

▽
副
主
任
　
船
山
大
伸
︵
消
防
署
︶

▽
副
主
任
　
田
島
直
也

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
神
林
分
署
︶

▽
副
主
任
　
阿
部
隆
一

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
朝
日
分
署
︶

▽
消
防
副
士
長
　

橋
俊
篤

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
荒
川
分
署
︶

▽
消
防
士
　
渡
邉
拓
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
神
林
分
署
︶

▽
消
防
士
　
佐
藤
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
山
北
分
署
︶

▽
消
防
士
　
阿
部
孝
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
山
北
分
署
︶

︻
転
入
︼

▽
副
主
任
　
矢
田
喬
之

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
荒
川
分
署
︶

▽
副
主
任
　
佐
藤
裕
一

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
山
北
分
署
︶

▽
副
主
任
　
大
串
　
誠
︵
消
防
署
︶

▽
消
防
士
　
小
嶋
　
亮
︵
予
防
課
︶

▽
消
防
士
　
横
山
健
太

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
神
林
分
署
︶

▽
消
防
士
　
佐
藤
洋
祐
︵
消
防
署
︶

▽
消
防
士
　
佐
藤
健
世
︵
消
防
署
︶

＊
敬
称
略

春
の
異
動


